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・例えば，江戸時代における将軍のことを想起させてもよい。





・権力と権威という言葉は，教師から提示する。














・ゲーム感覚で指名したり，ルールを決めたりさせる。


・一般的に理不尽なルールが多いことに気付く。





Ｔ:かつて，どこの国においても，国の政治の在り方は「ある特定の人」が決めていたが，どうして彼らは国の政治の在り方を決めることができたのだろうか。


●力を持っていたから（軍事力，経済力）＝「ある特定の人」が権力（人を強制させる力）を持っていたから。


●みんながそのことを認めていたから＝「ある特定の人」が権威（人を強制させる精神的な力）を持っていたから。





Ｔ:現在の日本において，「ある特定の人」が，国の政治の在り方を決めるべきだろうか。


●教師が勝手に決めた条件に基づいて，クラス内で「ある特定の人」を二，三人指名する。


Ｔ:あなた方は権力と権威を持ち，各自の意思が国の政策となるとしたとき，あなたの夢や願いを実現するためにどのようなルールを決めますか。

















権力と権威とは何か














「ある特定の人」による政治の問題点





国の政治の在り方は誰が決めるべきだろうか。





●学校，教師，教科書，道路，信号機など，政治に関係していることが身近な生活に多くあることに気付く。





・生徒にとって気付きにくい問題であるため，幾つかの事例を挙げて考えさせるとよい。





１時間





第３





私たちの生活と政治との関連





私たちの生活のなかで政治に関連していると思われるものを挙げてみよう。





第１時





国の政治の在り方は誰が決めるべきか





憲法の意義





単元の指導計画











個人の尊重





議論の必要性








「みんなで決める」ことの意味





民主主義を支える考え方





Ｓ:「みんな」と一概に言っても，実は一人ひとり意見が異なることを理解すること。


Ｓ:「自分」とは異なる意見や利害を持つ「他人」が存在することを十分に理解すること。


Ｓ:「自分」と「他人」と一緒に政治の在り方を決めていくには，お互いに意見や利害を明確に主張し，議論しなくてはならないこと。


Ｓ:「自分」のこととともに「他人」のこととを考えて決めるということが，「みんなで決める」ということであること。





・生徒の意見を拾いつつ，教師がまとめていく。


・各自が異なる意見や利害を持つことを実感させる例を挙げるとよい。





みんなで物事を決めていくには，どのような考え方が必要だろうか。























国民主権





民主主義





Ｓ:国の政治の在り方を決めるべき人をどのように決めるかを，みんなで決めるべきである。


Ｓ:特定の人の決定ではよくない。


Ｓ:特定の人ではなく，みんなが決定に加わらなくてはならない。





●みんな（国民）が国の政治の在り方を決める力を持つべきである。


●国の政治の在り方はみんなで決めるべきである。


Ｔ:これらのことを，国民主権と民主主義という。





・国民主権，民主主義の用語を簡単に説明する。





このような問題が起こらないようにするにはどうしたらよいだろうか。





●他の生徒は国民の立場から，これらのルールの妥当性を検討する。





●「ある特定の人」が国の政治の在り方を決定すると，多くの場合になぜ「おかしなルール」になってしまうのかを話し合う。


Ｓ:「ある特定の人」の決め方がおかしい。


Ｓ:特定の利害関係者に有利なルールにしてしまう。


Ｓ：悪意は無いものの，全体の利害関係が反映されない。





・「ある特定の人」の政治がすべて悪い結果を及ぼす訳ではないことにも必要に応じて言及する。





単元の指導計画





第３





⑤みんなで決めるべき理由





④みんなで決めるべきこと，決めるべきでないこと





・ほとんどの項目が，生徒たちの感覚ですぐに答えられるものであるが，その理由を考えさせるようにする。


ワークシート１−２





Ｓ：全員が関わることであり，一人，または数人で決めてしまっては集団の意見を反映できないから。





ＡとＣは，なぜみんなで決めるべきなのか，またＢとＤは，なぜみんなで決めるべきではないのか。





ワークシート１−１ に記入したことを発表する。


Ａ：自然教室のキャンプファイアーでのクラスの出し物→○


Ｂ：クラスの生徒一人ひとりの昼休みの過ごし方→×


Ｃ：遠足でのバスの座席の決め方→○


Ｄ：クラスの有志が発行している新聞の内容→×





次にあげることは，クラスみんなで多数決によって決めるべきこと（○）か，決めるべきではないこと（×）かを考えよう。








Ｓ：じゃんけん


Ｓ：多数決


Ｓ：全員一致


Ｔ：集団の意思をみんなで決めるよい方法はなんでしょうか。


Ｓ：多数決





みんなで何かを決める時の方法には，どのような方法があるのだろうか。





①いろいろな決め方


②集団の意思の決定


③多数決





みんなで決めるべきこと，


みんなで決めてはならないこと





１時間





・多数決以外にも，全員一致や話し合いによる合意で決めることもある。





第２時





・ほとんどの項目が，生徒たちの感覚ですぐに答えられるものであるが，その理由を考えさせるようにする。





ワークシート１−３ に記入したことを発表する。


Ａ：政治を批判した人を処罰すること→×


Ｂ：他人の物を盗んだ人を処罰すること→○


Ｃ：政府が国民一人ひとりの職業を適切に決定すること→×





・第１時の国の政治に関して学習することを踏まえる。





⑧国の政治における「みんなで決めるべきこと，決めてはならないこと」





国の政治の在り方を決めるときも，「みんな」で決めるべきことと，「みんな」で決めてはならないことはないかを考えよう。


























・昼休みの過ごし方や新聞の内容についても，他の人の安全や権利を侵すものであってはならないことにも触れる。





Ａ：クラスの出し物への参加について，出演を嫌がる特定の人だけに任せることを，クラスで話し合い，多数決で決めてもよいか。


Ｄ：ひどい車酔いをするため前の座席を希望する人を，本人の意思に反して後ろの座席にさせることは，クラスで話し合い，多数決で決めてもよいか。なぜよくないのか。


⇒個人の尊厳を否定するもの，少数の特定の集団が不当に不利益を被ることなどは，多数決によって決定すべきことではないことを確認する。





・ほとんどの項目が，生徒たちの感覚ですぐに答えられるものであるが，その理由を考えさせるようにする。





⑦みんなで決めてはならないこと


























⑥みんなで決めるべきではない理由





Ｓ：集団内には，個々に異なる意見や考えがあるものの，クラスという集団の意思を決めなくてはならないから。


⇒集団の意思の決定には，多数決が適しており，みんなで話し合って多数決で決定したことは，みんなで守ることが大切であることを確認する。





Ｓ：基本的には個人の判断に任されるものであるから。


Ｓ：有志が作る新聞であり，その内容は有志が自由に決めてよいものだから。














・既習事項と関連を図るよう留意する。





みんなで話し合って多数決で決めるといっても，決めてはならないことはないだろうか。ＡとＣの場合で考えよう。





単元の指導計画





第３





君はどんな


方法を


見つけた?





物事を決める


方法は，どんな


ものがあるかな





ワークシート１−４に記入したことを発表する。


Ｓ：個人の尊厳を否定するもの


Ｓ：個人の決定に任せるべきもの


Ｓ：少数の特定の集団が不当に不利益を被ること























・クラスで決める場合と同じことが，国の政治レベルでもいえることを確認する。





Ｄ：政府が失業者の求めに応じて，職業をあっせんすること→○





Ｔ：ＡとＣは，国民によって選ばれた代表者といえども，なぜ決めてはならないのでしょうか。





Ａ：個人の考えを発表することを禁止することは，個人の尊厳を否定するものであり，個人の考えを自由に発表することが民主主義の基本となるから。


Ｃ：職業を選ぶことは，個人の決定に任せるべきことだから。





みんなで決めてはならないこととはどのようなことだろうか。








②権利の保障，国民主権









































③権利の保障と権力の分立





・フランス人権宣言のおもな内容は現在のフランス憲法のもととなっており，憲法そのものともいえることを説明する。




















・条文の内容をおおまかに読み取らせるようにする。








・「権力の分立」については，次の展開で理解させる。





Ｔ：グループごとに，フランス人権宣言の各条文の内容を読み取り，分かりやすく簡潔にまとめなさい。





ワークシート２−１『フランス人権宣言』に記入したことを発表する。





Ｓ：第１条は自由や平等の権利の保障


Ｓ：第３条は国民主権


Ｓ：第16条は，憲法が権利の保障と権力分立を定めていること





●フランス人権宣言が，自由や平等の権利の保障，国民主権を定め，憲法は権利の保障と権力の分立を定めたものであると述べていることを確認する。





Ｔ：グループごとに，ワークシート２−２『法の精神』を読み，権利の保障と立法権・執行権（行政権）・裁判権（司法権）との関係を簡潔に説明しなさい。





●小学校等の既習事項などから，「憲法とは何を定めたものか」を各自で考え，ノートに記述し，発表する。


Ｓ：基本的人権の尊重，国民主権，平和主義


Ｓ：国民が守るべききまり


Ｓ：最高法規





・生徒は日本国憲法に関連することやその特色を書いたり，国民が守るべきものと答えたりすることが多いことに留意する。





憲法とは何を定めたものだろうか。





①生徒の憲法観の確認





第３時





憲法とは何か





第３





単元の指導計画





１時間














・憲法が，民主主義と立憲主義の考え方に立って作られたものであることを理解させる。





ワークシート２−３「憲法とは何か」に，各自でこれまでの授業内容を整理して，まとめを記入する。





●憲法とは，民主主義を実現するための三権分立などの政治の仕組みと，民主主義によっても侵すことのできない基本的人権の尊重が定められているものであり，これらのことが憲法に明記され，憲法に基づいて政治が行われるという考え方を立憲主義ということを理解する。





④憲法とは何か














⑤立憲主義





『憲法とは何か』をまとめよう。





・執行権は行政権，裁判権は司法権と読み替えられることを付け加える。








・生徒の発言を要領よく整理しながら，権利の保障と権力の分立との関係をまとめていく。








・第１・２時の学習内容と，フランス人権宣言，及び『法の精神』との内容を整理し，板書を工夫しながら説明する。





ワークシート２−２『法の精神』に，グループの考えを記入し，その内容を発表する。





Ｓ：３つの権力が独占されると，法律を決めて，政治を行って，法律が正しいか，正しい政治が行われているかの判断を，すべて自分で行ってしまう。


Ｓ：３つの権力を独占した人は，国民の権利を認めないことを行ってしまう。


Ｓ：立法権，執行権，裁判権を分けないと，国民の権利が保障されなくなってしまう。





●第１時の「国の政治の在り方は誰が決めるべきか」と第２時の「みんなで決めるべきこと，みんなで決めてはならないこと」とが，それぞれ民主主義と基本的人権の保障を述べたものであること，そして，基本的人権の尊重には，権力の分立が不可欠であることを確認する。























②国会，内閣，裁判所


③三権分立


④政治の仕組み





①国民主権，平和主義，基本的人権の尊重





・各章の名称からおおよその内容を想像させ，これまでの学習と関連させながら，憲法が定めていることの概要をつかませる。


























・「第７章 財政」は，政治にかける予算とそれを支える租税に関する規定であることを説明する。





●グループごとに，日本国憲法の章立てから読み取ったことをワークシート３に記述し，発表する。


Ｓ：第９条は第２章，第11条は第３章に定められている。


Ｓ：第３章までのところで，日本国憲法の三原則である，国民主権，平和主義，基本的人権の尊重が定められている。


Ｓ：第４～６章は国会・内閣・裁判所を定めている。


Ｓ：三権分立について定めている。


Ｓ：地方自治は地方の政治のしかたを定めている。


Ｓ：第４～８章は，国の統治の仕組みについて定めている。





●第３章までの部分は基本的人権の尊重とそれを基底で支える平和主義，それと民主主義のもととなる国民主権を定め，第４～８章はこれらを保障する国の統治の仕組みを定めたものであることを理解する。


●第３時で学習したフランス人権宣言や『法の精神』の内容などが，日本国憲法に引き継がれていることを確認する。





日本国憲法の章立ての資料から，第３章までの部分は何を定めているか，そして，第４～８章は何を定めているかを，ワークシートに書いてみよう。





日本国憲法の意義は何か





第３





１時間





第４時





単元の指導計画





⑧日本国憲法の意義














・日本国憲法が，民主主義と立憲主義の考え方に基づいてつくられたものであり，国民の権利や生活を守るものであ


ることを理解させる。





●近代に成立した憲法と日本国憲法を比較した結果をワークシート３−４にまとめる。





●日本国憲法は，民主主義と立憲主義の考えに基づき，基本的人権の保障とそれを基底で支える平和主義，民主主義のもととなる国民主権を定めていること，そして，三権分立に基づく政治の仕組みを定めることで，国民の自由･平等と平和を守るものであることを理解する。


























⑥最高法規


⑦憲法遵守義務














・生徒からの意見を適切にまとめながら，日本国憲法が第10章において，基本的人権の保障，最高法規，憲法遵守義


務を明記していることを確認させる。




















・日本国憲法と近代に成立した憲法との共通性に目を向けさせる。





Ｔ：『第10章 最高法規』にある３つの条文が意味することは何だろうか。





●日本国憲法第10章の３つの条文を読み取り，ワークシート３−３に記述し，発表する。


Ｓ：第97条は，日本国憲法が国民に保障する基本的人権は，永久の権利であること


Ｓ：第98条は，日本国憲法が最高法規であること


Ｓ：第99条は，天皇，国務大臣，国会議員，裁判官，その他の公務員は憲法を守る義務があること





●日本国憲法は基本的人権の保障を守る最高法規であり，これに違反する法令や政治的な行為は認められないこと，そして，裁判官を含め，政治に携わる人々はこの憲法を守る義務があることを理解する。


●日本国憲法は，近代に成立した憲法と同じように，民主主義と立憲主義に基づくものであることに気づく。





日本国憲法の意義は何かをまとめよう。





国の政治の在り方の決め方











